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5　

底
本
に
な
い
文
字
を
補
っ
た
場
合
は
、［　

］
を
付
し
て
補
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。

四　

校
異
は
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
記
す
こ
と
と
し
、
諸
本
の
名
称
は
以
下
の
通
り
の
略
称
に
従
っ
た
。

・　
『
藤
原
俊
成
全
歌
集
』（
松
野
陽
一
・
吉
田
薫
氏
編
、
笠
間
書
院
、
平
成
一
九･

一
）
所
収
『
長
秋
詠
藻
』（
第
一
類
本
）
→
全

歌
集
『
長
秋
詠
藻
』

・　

日
本
古
典
文
学
大
系
『
平
安
鎌
倉
私
家
集
』（
久
松
潜
一
氏
他
校
注
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
九･

五
）
所
収
『
長
秋
詠
藻
』（
第

二
類
本
系
統
）
→
古
典
大
系
『
長
秋
詠
藻
』（「
底
本
の
性
格
と
校
訂
の
方
法
」
に
お
い
て
、
第
三
類
本
の
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
長

秋
詠
藻
』
お
よ
び
第
四
類
本
の
六
家
集
に
よ
る
『
続
国
歌
大
観
』
に
よ
っ
て
校
訂
を
行
っ
た
旨
を
記
し
て
い
る
。）

・　
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
三
巻
（
角
川
書
店
、
昭
和
六
〇･

五
）
所
収
『
長
秋
詠
藻
』（
第
三
類
本
系
統
）
→
新
編
大
観
『
長
秋
詠

藻
』（
凡
例
に
お
い
て
、「
本
文
の
偶
然
的
な
脱
落
・
衍
字
・
誤
写
な
ど
が
他
本
に
よ
っ
て
修
正
し
う
る
場
合
は
校
訂
を
行
っ

た
」
旨
を
記
し
て
い
る
。）

・　

和
歌
文
学
大
系
『
長
秋
詠
藻 

俊
忠
集
』（
川
村
晃
生
氏
他
校
注
、
明
治
書
院
、
平
成
一
〇･

一
二
）
所
収
『
長
秋
詠
藻
』（
第

三
類
本
系
統
）
→
和
歌
大
系
『
長
秋
詠
藻
』（
凡
例
に
お
い
て
、
専
修
大
学
蔵
『
長
秋
詠
藻
』
を
校
合
本
に
用
い
た
こ
と
を
記

し
て
い
る
。）

・　

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
中
世
私
家
集
』
四
（
朝
日
新
聞
社
、
平
成
一
二･

二
）
所
収
『
長
秋
詠
藻
』（
第
二
類
本
系
統
）
→
冷

泉
叢
書
『
長
秋
詠
藻
』

五  

【 

評 

】
の
最
後
に
勅
撰
集
と
俊
成
存
命
中
の
私
撰
集
・
私
家
集
・
歌
論
書
・
歌
合
等
へ
の
入
集
の
有
無
を
あ
げ
る
。
俊
成
没
後
の

私
撰
集
等
へ
の
入
集
に
つ
い
て
は
記
さ
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
そ
れ
ら
に
入
集
し
て
い
て
異
文
が
あ
る
よ
う
な
場
合
は
注
記

し
た
。

六　

引
用
和
歌
そ
の
他
の
語
句
に
し
ば
し
ば
傍
線
を
施
し
た
が
、
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
全
て
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

凡
　
例

一　

本
書
は
、
い
わ
ゆ
る
第
二
類
本
『
長
秋
詠
藻
』
の
う
ち
、
俊
成
自
撰
部
分
四
八
〇
首
の
全
評
釈
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
自
撰
部

分
の
後
に
加
え
ら
れ
て
い
る
「
右
大
臣
家
百
首
」
一
〇
〇
首
は
、
仮
名
に
適
宜
漢
字
を
当
て
る
な
ど
読
み
や
す
い
よ
う
整
え
た
本
文

の
み
を
掲
出
す
る
に
と
ど
め
た
。
ま
た
、
本
書
底
本
の
最
後
に
あ
る
奥
書
も
本
文
の
み
を
掲
出
す
る
に
と
ど
め
た
。

二  

『
長
秋
詠
藻
』
の
本
文
は
、『
私
家
集
大
成
』
第
三
巻
・
中
世
Ⅰ
（
明
治
書
院
、
昭
和
四
九
・
七
）
に
、『
俊
成
Ⅰ
』
と
し
て
収
め

ら
れ
た
も
の
を
底
本
と
し
た
。
該
本
は
、
俊
成
自
撰
の
原
型
本
四
八
〇
首
に
「
右
大
臣
家
百
首
」
一
〇
〇
首
を
加
え
た
五
八
〇
首
よ

り
な
る
第
二
類
本
に
あ
た
り
、
藤
原
定
家
筆
本
の
臨
写
本
で
あ
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
長
秋
詠
藻
』（
五
〇
一
・
一
七
二
）
を
忠
実

に
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
の
確
認
に
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
同
本
の
紙
焼
写
真
本

を
用
い
た
。
本
評
釈
に
お
い
て
は
、『
長
秋
詠
藻
』
の
書
名
を
用
い
、
他
の
諸
本
と
の
区
別
が
必
要
な
場
合
な
ど
は
、
適
宜
、
私
家

集
大
成
『
長
秋
詠
藻
』
の
略
記
号
を
用
い
る
。

三　

本
文
の
表
記
は
私
意
に
よ
っ
て
改
め
た
が
、
底
本
の
表
記
が
再
現
で
き
る
よ
う
左
の
よ
う
な
操
作
を
し
た
。

1　

仮
名
遣
い
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
統
一
し
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
な
い
も
の
は
振
り
仮
名
と
し
て
残
し
た
。
歴
史
的
仮
名
遣
い

と
は
異
な
る
仮
名
に
漢
字
を
当
て
た
場
合
は
、「
惜お（
を
）し

む
」・「
音
を（
お
）と

」
の
如
く
、
先
ず
底
本
の
仮
名
を
振
り
仮
名
と
し
て
残

し
そ
の
下
に
（　

）
し
て
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
よ
る
仮
名
を
記
し
た
。

2　

仮
名
に
は
適
宜
漢
字
を
当
て
た
が
、
も
と
の
仮
名
は
振
り
仮
名
と
し
て
示
し
た
。

3　

漢
字
に
対
し
て
私
意
に
よ
り
振
り
仮
名
お
よ
び
送
り
仮
名
を
加
え
た
場
合
は
、
そ
れ
ら
を
（  

）
に
入
れ
て
底
本
の
表
記
と
区

別
し
た
。

4　

私
意
に
よ
り
仮
名
に
濁
点
を
ほ
ど
こ
し
た
。
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7　

歌
語
・
歌
人
等
の
解
説
は
、
多
く
『
和
歌
文
学
辞
典
』（
有
吉
保
氏
編
、
桜
楓
社
、
昭
和
五
七
・
五
）、『
和
歌
大
辞
典
』（
犬
養

廉
氏
他
編
、
明
治
書
院
、
昭
和
六
一
・
三
〈
平
成
八･

三
、
第
４
版
〉）、『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
同
編
集
委
員
会
編
、
古
典
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
、
平
成
二
六
・
一
二
）、『
平
安
時
代
史
事
典
』（
古
代
学
協
会
古
代
学
研
究
所
編
、
角
川
書
店
、
平
成
六･
四
）

に
よ
り
、
適
宜
書
名
だ
け
を
明
記
し
た
。

8　

歌
枕
等
の
解
説
は
、
多
く
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』（
久
保
田
淳
氏
他
編
、
角
川
書
店
、
平
成
一
一
・
五
）、『
歌
枕
歌
こ
と

ば
辞
典 

増
訂
版
』（
片
桐
洋
一
氏
、
笠
間
書
院
、
平
成
一
一
・
六
）
に
よ
り
、
適
宜
書
名
だ
け
を
明
記
し
た
。

9　

仏
教
用
語
の
解
説
は
、
多
く
『
佛
教
語
大
辞
典
』［
縮
刷
版
］（
中
村
元
氏
、
東
京
書
籍
、
昭
和
五
六
・
五
）、『
佛
教
大
事
典
』

（
吉
田
紹
欽
氏
他
編
、
小
学
館
、
昭
和
六
三
・
七
）、『
例
文
仏
教
語
大
辞
典
』（
石
田
瑞
麿
氏
編
、
小
学
館
、
平
成
九･

三
）、

『
岩
波
仏
教
辞
典
』（
中
村
元
氏
他
編
、
岩
波
書
店
、
平
成
一
・
一
二
）、
に
よ
り
、
適
宜
書
名
だ
け
を
明
記
し
た
。

10　
『
法
華
経
』
本
文
の
引
用
は
、『
妙
法
蓮
華
経
』
を
原
文･

訓
読
文
対
照
し
た
『
法
華
経
』（
坂
本
幸
男･

岩
本
裕
氏
、
岩
波
書

店
、
上
、
昭
和
三
七･

七
）（
中
、
昭
和
三
九･

三
）（
下
、
昭
和
四
二･

一
二
）
に
よ
り
、「『
岩
波･

法
華
経
』」
の
略
記
号

を
用
い
た
。『
阿
弥
陀
経
』
と
『
観
無
量
寿
経
』
本
文
の
引
用
は
、『
浄
土
三
部
経
』
下
（
中
村
元
氏
他
訳
註
、
岩
波
書
店
、
昭

和
三
九･

九
）
所
収
の
『
阿
弥
陀
経
（
漢
文
）』
お
よ
び
『
観
無
量
寿
経
（
漢
文
）』
の
本
文
（
漢
文
）
と
そ
の
書
き
下
し
文
に

よ
り
、「『
岩
波･

阿
弥
陀
経
』」
お
よ
び
「『
岩
波･

観
無
量
寿
経
』」
の
略
記
号
を
用
い
た
。
源
信
作
『
浄
業
和
讃
』
は
、
高

野
辰
之
氏
編
『
日
本
歌
謡
集
成
』
第
四
巻
（
東
京
堂
、
昭
和
一
七･

六
）
所
収
の
『
浄
業
和
讃
』
に
よ
り
、『
源
信･

浄
業
和

讃
』
の
略
記
号
を
用
い
た
。
な
お
、
他
の
仏
教
経
典
を
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
に
よ
っ
て
見
た
場
合
、「『
経
典
名
』（
大
正
蔵
、

巻
数
、No.

〈
数
字
〉）」
で
記
し
た
。

11　

語
句
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
多
く
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』〈
第
二
版
〉
全
十
三
巻
、
角
川
書
店
『
角
川
古
語
大
辞
典
』

全
五
巻
に
よ
っ
た
。

七　

文
献
の
引
用
お
よ
び
略
称
に
つ
い
て

1　
『
長
秋
詠
藻
』
の
諸
本
を
引
用
す
る
場
合
は
、
一
お
よ
び
三
に
記
し
た
略
称
を
用
い
る
。

2　

日
本
古
典
文
学
大
系
『
平
安
鎌
倉
私
家
集
』
所
収
の
『
長
秋
詠
藻
』
に
施
さ
れ
た
頭
注
お
よ
び
補
注
を
引
用
す
る
場
合
は
、

「
古
典
大
系
『
長
秋
詠
藻
』」
の
略
称
を
用
い
、
和
歌
文
学
大
系
『
長
秋
詠
藻 

俊
忠
集
』
所
収
の
『
長
秋
詠
藻
』
に
施
さ
れ
た

脚
注
を
引
用
す
る
場
合
に
は
、「
和
歌
大
系
『
長
秋
詠
藻
』」
の
略
称
を
用
い
た
。

3　

岩
波
書
店
の
日
本
古
典
文
学
大
系･

新
日
本
古
典
文
学
大
系･

日
本
思
想
大
系
に
収
録
さ
れ
た
書
は
、「
古
典
大
系
（
本
）」･

「
新
古
典
大
系
（
本
）」･

「
思
想
大
系
（
本
）」
の
略
称
で
引
用
し
、
小
学
館
の
日
本
古
典
文
学
全
集･

新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
に
収
録
さ
れ
た
書
は
、「
古
典
全
集
（
本
）」･

「
新
編
古
典
全
集
（
本
）」
の
略
称
で
引
用
し
、
表
記
に
際
し
て
適
宜
私
意
に

よ
り
漢
字
を
当
て
、
作
者
名
や
書
名
等
は
通
称
を
用
い
た
。

4　

和
歌
の
引
用
は
、
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
角
川
書
店
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
一
巻
～
第
十
巻
に
よ
り
、
適
宜
漢
字
を
当
て
て

引
用
し
た
。
ま
た
、
引
用
書
名
は
通
称
に
よ
り
、
作
者
名
に
は
適
宜
漢
字
を
当
て
、
氏
を
記
さ
ず
名
だ
け
を
記
す
場
合
、
氏
名

と
も
に
記
す
場
合
な
ど
私
意
に
よ
っ
た
。
必
要
に
応
じ
て
、「
新
編
国
歌
大
観
（
本
）」
の
略
称
を
用
い
る
。
ま
た
、
私
家
集
の

和
歌
の
引
用
に
、『
新
編
私
家
集
大
成
』
のCD
─RO

M

版
（
私
家
集
大
成
C
D
化
委
員
会
編
、
エ
ム
ワ
イ
企
画
、
二
〇
〇

八･

一
二
）
を
用
い
る
場
合
は
、「
新
編
私
家
集
大
成
（
本
）」
の
略
称
を
用
い
た
。

5　

歌
論
書
等
の
引
用
は
、
主
と
し
て
風
間
書
房
『
日
本
歌
学
大
系
』
正
編
（
全
十
巻
）
お
よ
び
別
巻
（
全
十
巻
）
に
よ
り
、
引
用

本
文
に
は
適
宜
漢
字
を
当
て
た
。
引
用
に
際
し
て
は
、「
歌
学
大
系
（
本
）」
の
略
称
を
用
い
る
。
そ
の
他
の
場
合
は
、
そ
の

時
々
に
注
記
し
た
。

6　

北
村
季
吟
著
の
『
八
代
集
抄
』
の
引
用
は
、『
八
代
集
全
註
』（
山
岸
徳
平
氏
編
、
有
精
堂
出
版
、
昭
和
三
五
・
七
）
に
よ
り
、

「『
八
代
集
抄
』」
の
略
称
を
用
い
た
。
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八　

研
究
文
献
・
論
文
の
引
用
に
つ
い
て

　

評
釈
中
に
し
ば
し
ば
引
用
す
る
研
究
文
献
の
一
覧
と
そ
の
略
記
号
を
以
下
に
記
し
、
い
ち
い
ち
の
注
記
は
省
略
に
従
っ
た
。
ま
た
、

単
行
本
に
収
載
さ
れ
た
論
文
に
つ
い
て
も
単
行
本
を
引
用
の
拠
り
所
と
し
、
論
文
の
初
出
等
を
い
ち
い
ち
記
さ
な
か
っ
た
。
こ
こ
に

多
く
の
先
学
の
恩
恵
を
蒙
っ
た
こ
と
を
謝
し
た
い
。
な
お
、
以
下
の
引
用
を
含
め
、
他
に
も
多
く
研
究
文
献
・
論
文
を
引
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
が
、
引
用
に
際
し
て
の
敬
語
は
省
略
に
従
っ
た
。

日
本
の
古
典
11
『
和
泉
式
部
・
西
行
・
定
家
』（
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
四
七･

一
〇
）
所
収
の
大
岡
信
氏
訳
「
長
秋
詠
藻
」
→

「
大
岡
氏･

長
秋
詠
藻
」

『
藤
原
俊
成
の
研
究
』（
松
野
陽
一
氏
、
笠
間
書
院
、
昭
和
四
八･

三
）
→
『
松
野
氏･

俊
成
の
研
究
』

『
新
古
今
歌
人
の
研
究
』（
久
保
田
淳
氏
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
八･

三
）
→
『
久
保
田
氏･

新
古
今
歌
人
の
研
究
』

『
谷
山
茂
著
作
集 

二　

藤
原
俊
成 
人
と
作
品
』（
谷
山
茂
氏
、
角
川
書
店
、
昭
和
五
七･

七
）
→
『
谷
山
氏･

藤
原
俊
成
』

『
谷
山
茂
著
作
集 

三　

千
載
和
歌
集
と
そ
の
周
辺
』（
谷
山
茂
氏
、
氏
角
川
書
店
、
昭
五
七･

一
二
）
→
『
谷
山
氏･

千
載
集
と

そ
の
周
辺
』

『
新
勅
撰
和
歌
集
古
注
釈
と
そ
の
研
究
』
上
、
下
（
大
取
一
馬
氏
、
思
文
閣
出
版
、
昭
和
和
六
一･

三
）
→
『
大
取
氏･

古
注
釈

と
そ
の
研
究 

上
、
下
』

『
新
古
今
和
歌
集
全
注
釈
』
全
六
巻
（
久
保
田
淳
氏
、
角
川
学
芸
出
版
、
平
成
二
三･

一
〇
～
平
成
二
四･

一
三
）
→
『
久
保
田

氏･

新
古
今
全
注
釈 

一
～
六
』

『
類
題
法
文
和
歌
集
注
解
』
一
～
四 （
塚
田
晃
信
氏
編
、
古
典
文
庫
、
昭
和
六
〇･

一
一
）
→
『
類
題
法
文
集
注
解 

一
～
四
』

間
中
冨
士
子
氏
『
国
文
学
に
摂
取
さ
れ
た
仏
教
』（
文
一
出
版
、
昭
和
四
七
・
一
二
）
→
『
間
中
氏･

国
文
学
に
摂
取
さ
れ
た
仏
教
』

石
原
清
志
氏
『
釈
教
歌
の
研
究
─
八
代
集
を
中
心
と
し
て
─
』（
同
朋
舎
出
版
、
昭
和
五
五･

八
）
→
『
石
原
氏･

釈
教
歌
の
研
究
』
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【
語
釈
】　

◇
又
の
年
の
秋
　
俊
成
が
出
家
を
し
た
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
の
翌
年
の
秋
の
意
。
安
元
三
年
八
月
四
日
に
元
号
が
治
承
と

変
わ
っ
て
い
る
の
で
（
公
卿
補
任
）、
治
承
元
年
の
秋
と
い
う
こ
と
に
な
る
。　

◇
九
月
十
余
日
の
月
　
俊
成
が
出
家
を
し
た
の
は
九
月

二
十
八
日
で
、
新
月
に
近
い
頃
だ
っ
た
が
、
翌
年
の
今
は
満
月
に
近
い
日
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。「
九
月
十
余
日
の
月
」
を
、
仮
に
九
月

十
三
日
の
月
だ
と
す
る
と
、
旧
暦
で
は
「
後
の
月
」
の
日
で
名
月
の
見
ら
れ
る
日
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。　

◇
こ
と
に
隈
な
く
見

え
け
る
に
　「
こ
と
に
」
は
、
副
詞
で
「
見
え
け
る
に
」
に
か
か
っ
て
ゆ
く
。「
隈
な
く
」
は
、
影
の
意
の
名
詞
「
隈
」
に
、
形
容
詞
「
な

し
」
の
連
用
形
「
な
く
」
が
付
い
た
も
の
で
、
影
が
な
い
と
い
う
意
。「
見
え
け
る
に
」
の
「
に
」
は
、
格
助
詞
で
原
因
理
由
を
表
す
。  

◇
新
古　
『
新
古
今
集
』
に
入
集
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
集
付
け
。　

◇
思
ひ
き
や
　
動
詞
「
思
ふ
」
の
連
用
形
「
思
ひ
」
に
、
過
去
の
助

動
詞
「
き
」
の
終
止
形
と
係
助
詞
「
や
」
の
付
い
た
も
の
。
連
語
と
し
て
、
反
語
の
働
き
を
し
て
い
て
、
思
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
い
や
、

思
い
も
し
な
か
っ
た
と
い
う
意
と
な
る
。
初
句
切
れ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
用
法
は
既
に
先
蹤
が
多
い
。
早
い
例
と
し
て
、『
古
今
集
』

巻
第
十
八
雑
歌
下
の
、

隠
岐
国
に
流
さ
れ
て
侍
り
け
る
時
に
、
詠
め
る　
　
　

篁
朝
臣

思
ひ
き
や
鄙
の
別
れ
に
衰
へ
て
海
人
の
縄
た
き
漁
り
せ
む
と
は
（
九
六
一
）

が
あ
る
。
新
古
典
大
系
『
古
今
集
』
の
脚
注
に
、「
漢
語
訓
読
的
表
現
」
と
注
し
て
い
る
。　

◇
別
れ
し
秋
に
　「
に
」
は
、
格
助
詞
で
動

作
の
対
象
を
示
す
働
き
を
し
て
い
る
。
昨
年
見
送
っ
た
秋
に
と
い
う
意
。　

◇
め
ぐ
り
き
て
　「
め
ぐ
り
」
は
、
回
転
と
か
循
環
の
意
を

表
す
名
詞
。「
き
て
」
は
、
動
詞
「
く
（
来
）」
の
連
用
形
「
き
」
に
、
接
続
助
詞
「
て
」
の
付
い
た
も
の
。
一
年
が
循
環
し
て
や
っ
て
来

る
と
い
う
意
で
あ
る
が
、
昨
年
見
送
っ
た
秋
に
や
っ
て
来
る
と
い
う
の
は
、
昨
年
見
送
っ
た
秋
と
同
じ
秋
に
再
び
巡
り
逢
う
と
い
う
よ
う

に
、「
巡
り
逢
う
」
と
い
う
語
に
置
き
換
え
る
と
分
か
り
や
す
く
な
る
と
考
え
る
。　

◇
又
も
　「
も
」
は
、
係
助
詞
で
強
意
の
意
を
表
す
。　

◇
こ
の
世
の
月
を
見
む
と
は
　「
こ
の
世
」
は
、
人
が
生
き
て
い
る
現
世
。「
見
ん
と
は
」
は
、
動
詞
「
見
（
み
）」
の
連
用
形
「
見

（
み
）」
に
、
助
動
詞
「
む
（
ん
）」
の
終
止
形
「
む
（
ん
）」
と
、
格
助
詞
「
と
」
と
係
助
詞
「
は
」
の
連
語
「
と
は
」
が
付
い
た
も
の
。

説
に
よ
り
た
い
。「
苔
の
袖
」
が
詠
ま
れ
た
歌
は
、
俊
成
歌
以
前
に
は
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
二
、
仏
事
の
「
ほ
ふ
し
」
題
の
一
首
、

苔
の
袖
雪
げ
の
水
に
す
す
ぎ
つ
つ
お
こ
な
ふ
み
に
も
恋
は
た
え
せ
ず
（
一
四
四
五
）

と
、『
康
資
王
母
集
』
の
、
康
資
王
母
が
出
家
を
し
た
時
に
、
宰
相
中
将
の
母
と
贈
答
し
た
そ
の
返
歌
、

苔
の
袖
と
ふ
に
露
け
さ
ま
さ
り
け
り
し
た
ふ
涙
は
か
け
じ
と
思
ふ
に
（
一
〇
八
）

と
の
二
首
し
か
見
出
せ
な
か
っ
た
。「
を
も
」
は
、 

連
語
で
格
助
詞
「
を
」
に
係
助
詞
「
も
」
が
付
い
た
も
の
。
こ
こ
で
は
強
調
感
嘆
の

意
を
表
す
語
と
し
て
働
い
て
い
る
。　

◇
忘
れ
ざ
り
け
り
　「
ざ
り
け
り
」
は
、
打
消
し
の
助
動
詞
「
ず
」
の
連
用
形
「
ざ
り
」
に
、
過

去
の
助
動
詞
「
け
り
」
の
終
止
形
の
付
い
た
も
の
。「
け
り
」
は
、
こ
こ
で
は
詠
嘆
の
働
き
を
し
て
い
る
。

【 

評 

】　

出
家
を
し
、
死
ぬ
こ
と
も
覚
悟
し
た
身
が
死
な
ず
に
生
き
延
び
て
、
今
、
歳
末
を
迎
え
る
と
い
う
不
思
議
な
体
験
を
し
て
い
る
、

そ
の
来
し
方
を
振
り
返
り
、
出
家
を
し
て
僧
衣
に
な
っ
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
感
慨
に
ふ
け
っ
て
い
る
歌
。

歌
の
内
容
は
独
白
め
い
て
い
る
が
、
手
紙
を
も
ら
っ
た
返
事
に
添
え
た
歌
な
の
で
、
贈
答
歌
の
返
歌
の
体
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

と
考
え
、
そ
の
雰
囲
気
を
出
す
た
め
に
句
末
の
訳
を
、「
忘
れ
な
い
こ
と
で
す
よ
」
と
し
て
み
た
。

又
の
年と
し
の
秋
、
九
月
十
余
日
の
月
、
こ
と
に
隈く
ま
な
く
見
え
け
る
に
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思お
も
ひ

新
古

き
や
別わ
か
れ
し
秋
に
め
ぐ
り
き
て
又
も
こ
の
世
の
月
を
見
む
と
は

【
題
意
】　

翌
年
の
秋
、
九
月
十
日
余
り
の
日
の
、
月
が
特
別
に
明
る
く
影
も
な
く
見
え
た
の
で
詠
ん
だ
歌
。

【
歌
意
】　

思
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
昨
年
見
送
っ
た
秋
に
再
び
巡
り
逢
っ
て
、
又
、
生
き
て
こ
の
世
で
こ
の
よ
う
に
月
を
見
る
だ
ろ
う

と
は
。
あ
の
時
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
こ
と
だ
よ
。


